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高色純度緑色リン光有機 ELデバイスの開発 
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【はじめに】4K・8K に代表される超高精細度テレビジョン放送では、従来よりも表現できる色の範

囲が広い広色域表色系（ITU-R勧告 BT.2020に記載）が採用されており，この広色域の表示が可能な

ディスプレーの実現が求められている。この実現には色純度が高い三原色の発光デバイスが必要であ

るが、一般的なリン光材料であるイリジウム錯体や熱活性化遅延蛍光材料を用いた場合、高い効率が

得られるものの発光スペクトル半値幅が広く、特に緑色の高色純度化が困難であった。近年、緑色リ

ン光材料として発光スペクトル半値幅の狭い白金錯体が報告されているものの[1]、高い外部量子効率

(EQE)のデバイスは報告されていない。本研究では、この白金錯体を用いて、20%を超える EQEと半

値幅が狭い緑色が得られる発光層構成を見出した。さらに、デバイス構造の最適化により有機 EL デ

バイスとしては極めて色純度の高い緑色発光を得たので報告する。 

【実験】白金錯体として図 3中に示す PtN7Nを用いた。デバイス構成を図 1(a)ボトムエミッション(BE)

型・(b)トップエミッション(TE)型に示す。BE 型デバイスで高効率化に適した材料を選定し、それを

用いて TE型デバイスを作製し、光学干渉を利用することで色純度の向上に取り組んだ。 

【結果】白金錯体 PtN7Nに適したホストを調べるため、ホスト中に分散した PtN7Nの PLスペクトル

を測定した。ホストには一般的なホストであるCBP、高効率化に適したホストとして報告されている

DIC-TRZ[2]やBN-Ph2[3]を用いた。その結果、DIC-TRZではスペクトル半値幅の増加が見られたため、

半値幅の狭い CBP及び BN-Ph2で BE型デバイスを作製した。図 2・図 3に示すとおり、イリジウム錯

体を用いたBE型デバイスに比べ半値幅が大幅に狭くかつ、最大 22.2%の高いEQEが得られた。また、

TE型デバイスを作製しマイクロキャビティ構造を利用して色純度の向上に取り組んだ。作製したデバ

イスの ELスペクトルを図 3に示す。光学設計に基づいたデバイス試作の結果、BE型デバイスで見ら

れていた長波長側のスペクトル成分を抑制し、最終的に CIE x-y色度点で(0.18, 0.74)の極めて色純度の

高い緑色発光が得られた。加えて、上部電極上にキャッピング層を形成することで高い電流効率と良

好な視野角特性を得た。詳細は当日報告する。 

【謝辞】BN-Ph2を提供していただいた JNC石油化学(株)に感謝いたします。 

(a)        (b) 

 

 

 

 

 

 

 

 

[1] T. Fleetham, Arizona State University, PhD thesis, p119 (2014). [2] D. Zhang et al., J. Mater. Chem. C Vol.2,  

p.8983 (2014). [3] S. Hashimoto et al., Chem. Mater. Vol.21, p.6265 (2014).  

第78回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2017 福岡国際会議場)6p-A203-9 

© 2017年 応用物理学会 11-190 12.4


